
2020年度実施「外国人生徒・中国帰国生徒等の高校入試特別措置等」調査（2021年度入学者選抜）

高校入試
担当部署名

TEL FAX

URL

調査担当者名

＜全国一覧掲載情報＞

A２.措置 A３.枠 B2.措置 B３.枠 C２.措置 C３.枠 D２.措置 D３.枠

○ ○ ○ × ○ × ○ ×

➁定員外

2.多言語による関連情報

3.その他

・兵庫県教育委員会 子ども多文化共生センター
htp:/ww.hyogo-c.ed.jp/~mc-center/index.html

・兵庫県在日外国人教育研究協議会
kengaikyo@jeans.ocn.ne.jp

ひょうご多文化共生総合相談センター
htps://ww.hyogo-ip.or.jp/shisetsuannai/infocenter/index.html

◎外国人学校中等部卒業生の県内公立学校入試は、
毎年数十名が合格しています。

 
兵庫県産業労働部国際交流課

https://web.pref.hyogo.lg.jp/interaction/cate2_504.htm
民族差別•人種差別などについての相談は

兵庫在日外国人人権協会jinkenkyo@hotmail.comに連絡下さい

調査した人から、関係者の皆さんへお知らせ

1.外国人生徒の高校入試などについて、近くで相談できるところ

Ⅰ全日制高校について Ⅱ定時制高校について

A.外国人生徒 B.中国帰国生徒等 C.外国人生徒 D.中国帰国生徒等

＜基本情報①（自治体情報）＞

都道府県市名 兵庫県

兵庫県教育委員会高校教育課　教育指導班教育課程担当

078-362-9444  078-362-4288

https://www.hyogo-c.ed.jp/~board-bo/nyuusi.html

＜基本情報②（担当した有志の会メンバー情報）＞

小西和治    (所属：    兵庫在日韓国朝鮮人教育を考える会）

https://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/nyuusi.html
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3-1が有（○印）の場合その名称 外国人生徒にかかわる特別枠選抜

県立神戸甲北高等学校、 県立芦屋高等学校
県立伊丹北高等学校、県立加古川南高等学校、

県立香寺高等学校

なし

適性検査（国語、数学、英語）  問題にルビふり、
国語は基礎的な日本語能力を問う問題

面接

3-6.特別枠の定員数は明確となっており、かつそ
の数まで合格を認めているか
（定員数内で不合格を出さない内規等があるか）

○

備考 2020年度入試出願15人・合格13人

3-7.試験内容

3-3.入学枠のある学校数／全学校数

3-4.学校名

５校／147校

3-5.定員

①定員内（枠内）

②定員外（枠外） 各校３人、５校で15人

A.外国人生徒 B.中国帰国生徒等

Ⅰ全日制高校について

特になし

個々の状況により、時間延長、問題用紙拡大
コピー、別室受験等を実施

×

1.2020年度中について、
外国人生徒や中国帰国生徒等の在籍の有無

有

2-1.2021年度の一般入試において、
外国人生徒もしくは中国帰国生徒等が
受けられる入試特別措置の有無

2-2.滞日年数制限

2-3.措置の内容

3-1.2021年度の入試において、外国人生徒もしく
は中国帰国生徒等を対象とした特別入学枠の有
無

3-2.滞日年数制限

2-1が有（○印）の場合その名称
選抜要綱第4115項及び第4124項にかかわる

特別措置

令和３年３月31日現在で3年以内の者

選抜要綱第4115項及び第4124項にかかわる
特別措置

○

特になし

個々の状況により、時間延長、問題用紙拡大
コピー、別室受験等を実施

○

把握せず

○
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Ⅱ定時制高校について

3-3.入学枠のある学校数／全学校数

備考

2-1が有（○印）の場合その名称
選抜要綱第4115項及び第4124項にかかわる

特別措置
選抜要綱第4115項及び第4124項にかかわる

特別措置

3-4.学校名

2-2.滞日年数制限 特になし 特になし

2-3.措置の内容
個々の状況により、時間延長、問題用紙拡大コ

ピー、別室受験等を実施
個々の状況により、時間延長、問題用紙拡大コ

ピー、別室受験等を実施

1.2020年度中について、
外国人生徒や中国帰国生徒等の在籍の有無

有 把握せず

2-1.2021年度の一般入試において、
外国人生徒もしくは中国帰国生徒等が
受けられる入試特別措置の有無

○ ○

C.外国人生徒 D.中国帰国生徒等

3-6.特別枠の定員数は明確となっており、かつそ
の数まで合格を認めているか
（定員数内で不合格を出さない内規等があるか）

3-7.試験内容

3-1.2021年度の入試において、外国人生徒もしく
は中国帰国生徒等を対象とした特別入学枠の有
無

× ×

3-1が有（○印）の場合その名称

3-2.滞日年数制限

3-5.定員

①定員内（枠内）

②定員外（枠外）
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↓記入欄

○

○

１-２.　１-1で認めている場合
　①外国人学校中等部の卒業者には、そのまま他の生徒と同様に高校入学者選抜
の受験（受検）を認めている（外国人学校の指定その他の条件を付している場合はそ
の条件を記載）
　②学校教育法施行規則第９５条第５項に定める「中学校を卒業したものと同等以上
の学力」があるかどうかの確認を、中卒認定試験・外国人特別入試等とは別途、高
校入試に先立って行っている。
　③上記②を実施しておらず、外国人特別入試等を実施し、この合格をもって学校教
育法施行規則第９５条第５項に定める「中学校を卒業したものと同等以上の学力」が
あるかどうかの確認としている。
　④その他（方法を備考欄に記入）

2.有の場合、その施策の内容

3.2020年度の入試について、直接来日後の外国籍の受験者（外国において、学校教
育における9年の課程を修了した者）の有無

4.2019年度中に、直接来日後による編入学者の有無 把握せず

4..外国人学校の中等部の卒業生について、2020年度入試において受験（受検）希望
があったか

備考

一般の受検資格において、選抜要綱1002項
を満たした者（兵庫県在住・在勤の者又は予
定の者で、中学卒業見込みの者、既卒者、中
卒程度の学力を有する者は可。）に限り受検

を認めている。

一般の受検資格において、選抜要綱1002項
を満たした者（兵庫県在住・在勤の者又は予
定の者で、中学卒業見込みの者、既卒者、中
卒程度の学力を有する者は可。）に限り受検

を認めている。

希望人数については把握していません。

２-２.　２-1で認めている場合
　①外国人学校中等部の卒業者には、そのまま他の生徒と同様に高校入学者選抜
の受験（受検）を認めている（外国人学校の指定その他の条件を付している場合はそ
の条件を記載）
　②学校教育法施行規則第９５条第５項に定める「中学校を卒業したものと同等以上
の学力」があるかどうかの確認を、中卒認定試験・外国人特別入試等とは別途、高
校入試に先立って行っている。
　③上記②を実施しておらず、外国人特別入試等を実施し、この合格をもって学校教
育法施行規則第９５条第５項に定める「中学校を卒業したものと同等以上の学力」が
あるかどうかの確認としている。
　④その他（方法を備考欄に記入）

3.上記のⅠⅡ特別措置と入学枠での滞日年数制限について、
日本国内にある外国人学校の在籍期間は、日本での在住期間に含むか否か

Ⅳ日本国内にある外国人学校からの入学について

1-1.各種学校の認可を得た外国人学校の中等部の卒業者について、一般の受験
（受検）資格とは別に高校受験（受検）者資格を認めているか否か

2-1.各種学校ではないが、本国政府の認可を得た外国人学校の中等部の卒業者に
ついて、一般の受験（受検）資格とは別に高校受験（受検）者資格を認めているか否
か

Ⅲ高校入学後の状況

1.日本語指導が必要な生徒に対して、
入学後の日本語や教科の支援(補習等)にかかわる当該自治体の施策の有無

有

外国人生徒等で日本語での日常会話が難しい生徒や日本語
での授業への参加が難しい生徒の場合、 学校生活において
母語による支援をする子ども多文化共生サポーター等を
配置している。
外国人特別枠選抜を実施する５校においては、外国人生徒
の実態にあわせて以下の例を組み合わせて実施している。
①各校への外国語支援員の配置
②日本語の修得を支援するため、学校設定科目「日本語」
等を設置
③他の生徒と同じペースでの学習が困難な教科・科目に
ついて、別室での取り出し授業を実施
④外国人団体等との連携による、母語を活用した学習
支援、教材や保護者への文書の翻訳、面談等の学校生活
の支援を実施

有（４人）
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